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	マスク＝むしろ危険！？
	風邪や花粉症の予防といえばマスクを思い浮かべます でも、マスクをすることで起こりうる 心と身体への大きなデメリットってご存じですか？
	コロナ禍において、世界で一番まじめにマスクを着けた日本人が 世界で一番コロナに感染したという事実 むしろ免疫力を下げ、様々な病気の引き金になっているかも！？ 科学的に立証されているマスクの弊害、ちゃんとご存じですか？
	定例お話会のごあんない
	テーマ：

	「マスク社会が危ない」
	コロナ禍をきっかけに一億総マスク社会へと移行した日本。
	しかし、コロナはとっくに終息したにもかかわらず、世界でも唯一、「マスクを外さない人々」であふれ返る社会となってしまいました。
	行き交う人の素顔も見えず、監視カメラも機能せず、不審者天国と　揶揄されるこの覆面社会は、治安の悪化だけでなく、私たちの心と　身体の健康にも大きな影を落としています。
	今回のお話会では、明和政子著「マスク社会が危ない」（宝島新書）を参考図書に、このマスク社会がもたらす悪影響について、様々な  角度から考えていきます。
	このお話会は適宜参加者のみなさんともディスカッションを行ない、 様々な価値観に触れながら共に有意義な時間を構築していきたいと思っています。
	開催日時（15時より）
	主催：若者の未来をみんなで考える会（わかみかんの会）

	4月29日（水・祝）
	5月  3日（日・祝）
	5月  4日（月・祝）
	5月  5日（火・祝）
	日程の詳細やお申込み方法は　　　このチラシの表面をご覧下さい




